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一般質問

よ
う
に
運
営
さ
れ
て
い
る
か
。ま
た
、

現
状
の
評
価
は
。

市
長

①
協
会
の
さ
ら
な
る
自
立
を

図
る
た
め
、
事
務
局
体
制
を
強
化
し

た
。
予
定
し
た
事
業
を
着
実
に
実
施

し
て
お
り
、
評
価
し
て
い
る
。
協
会

運
営
の
方
向
性
は
、
よ
り
地
域
に
根

ざ
し
た
市
民
レ
ベ
ル
で
の
国
際
交
流

を
推
進
す
る
方
向
と
聞
い
て
お
り
、

市
と
し
て
支
援
し
て
い
き
た
い
。

②
各
事
業
ご
と
に
グ
ル
ー
プ
を
組

織
し
、
リ
ー
ダ
ー
を
中
心
に
運
営
し

て
い
る
。
今
年
度
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ス
タ
ッ
フ
だ
け
で
実
施
す
る
事
業

を
企
画
す
る
な
ど
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
が
一
層
活
発
化
し
て
い
る
。

苗
村
洋
子
議
員
（
緑
ネ
）

①
警
察

と
学
校
と
の
相
互
連
絡
制
度
の
協
定

締
結
の
予
定
は
。

②
協
定
締
結
の
必
要
性
は
ど
こ
に

あ
る
と
考
え
て
い
る
か
。

③
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
情
報

の
や
り
と
り
が
想
定
さ
れ
る
の
か
。

④
各
学
校
で
、
警
察
と
の
連
絡
の

必
要
性
を
判
断
す
る
の
は
だ
れ
か
。

ま
た
、
そ
の
基
準
は
。

⑤
個
人
情
報
保
護
審
議
会
で
は
ど

の
よ
う
な
議
論
が
さ
れ
た
の
か
。

教
育
長

①
準
備
が
整
い
次
第
、
警

視
庁
と
教
育
委
員
会
の
間
で
協
定
書

を
交
わ
す
予
定
で
あ
る
。

③
現
在
の
バ
ス
路
線
の
一
部
を
、

試
行
的
に
都
営
住
宅
ま
で
迂
回
さ
せ

ら
れ
な
い
か
。
ま
た
、
新
小
金
井
街

道
開
通
後
の
公
共
交
通
網
に
関
す
る

市
の
取
り
組
み
は
。

市
長

①
廃
止
路
線
の
復
活
や
昭
和

病
院
か
ら
の
延
伸
を
バ
ス
会
社
に
要

望
し
て
い
る
。
現
時
点
で
は
具
体
化

し
て
い
な
い
が
、
今
後
も
働
き
か
け

を
継
続
し
て
い
き
た
い
。

②
運
行
が
実
現
化
す
る
場
合
に
は
、

都
と
協
議
し
て
い
き
た
い
。

③
ダ
イ
ヤ
見
直
し
等
の
課
題
も
あ

る
が
バ
ス
会
社
に
要
望
し
た
い
。
新

小
金
井
街
道
開
通
後
の
バ
ス
路
線
に

つ
い
て
は
、
今
後
必
要
な
働
き
か
け

を
検
討
し
た
い
。

橋
本
久
雄
議
員
（
緑
ネ
）

①
交
通

不
便
地
域
解
消
の
た
め
に
、
総
合
的

な
交
通
施
策
を
検
討
す
べ
き
で
は
。

②
に
じ
バ
ス
の
平
成
16
年
度
の
乗

客
数
と
、市
の
財
政
負
担
の
予
測
は
。

③
料
金
100
円
の
根
拠
は
。

④
年
齢
別
の
乗
客
数
は
。

⑤
車
い
す
の
利
用
者
数
は
。

⑥
Ｊ
Ａ
東
京
む
さ
し
小
平
支
店
や

津
田
塾
大
学
と
の
連
携
は
。

市
長

①
こ
れ
ま
で
、
関
係
交
通
機

関
へ
の
要
請
を
基
本
方
針
と
し
、
新

た
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
試
行
運

行
を
開
始
し
た
。
そ
の
他
の
改
善
策

に
つ
い
て
は
研
究
課
題
と
し
た
い
。

②
現
在
の
利
用
者
数
で
推
移
し
た

場
合
、
年
間
24
万
人
が
見
込
め
、
約

3
千
万
円
の
負
担
に
な
る
と
考
え
る
。

③
市
民
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査

結
果
で
、
1
回
100
円
と
い
う
意
見
が

多
か
っ
た
た
め
で
あ
る
。

④
把
握
し
て
い
な
い
が
、
フ
ォ
ロ

ー
ア
ッ
プ
調
査
の
集
計
で
あ
る
程
度

把
握
可
能
と
考
え
る
。

⑤
平
成
16
年
4
月
か
ら
10
月
ま
で

で
、
67
人
の
利
用
が
あ
っ
た
。

⑥
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
調
査
結
果
を

参
考
に
し
、
取
り
組
ん
で
い
く
。

の
氏
名
、
概
要
等
で
あ
る
。

④
学
校
長
で
あ
り
、
基
準
と
な
る

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
定
め
て
い
る
。

市
長

⑤
警
察
に
提
供
す
る
情
報
範

囲
を
明
確
に
す
る
こ
と
等
で
あ
る
。

め
た
い
と
都
か
ら
聞
い
て
い
る
。

③
変
更
は
難
し
い
と
考
え
る
。
事

業
費
は
、
積
算
し
て
い
な
い
と
都
か

ら
聞
い
て
い
る
。

華
表
　
暁
議
員
（
共
産
）

①
に
じ

バ
ス
の
利
用
者
数
、
運
賃
収
入
は
。

②
試
行
運
転
が
5
年
間
の
理
由
は
。

③
類
似
市
の
試
行
運
転
の
日
数
は
。

④
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
調
査
の
結
果

は
ど
う
か
。

⑤
公
共
交
通
機
関
と
定
期
的
な
情

報
交
換
を
し
て
い
る
か
。

市
長

①
4
月
か
ら
10
月
ま
で
の
1

日
当
た
り
の
利
用
者
数
は
約
670
人
で
、

運
賃
収
入
は
約
千
3
百
44
万
円
と
な

っ
て
い
る
。

②
よ
り
利
用
し
や
す
い
運
行
シ
ス

テ
ム
へ
の
改
善
や
充
実
を
図
る
た
め

に
は
、
数
年
の
試
行
期
間
で
は
評
価

が
困
難
と
判
断
し
た
た
め
で
あ
る
。

③
三
鷹
市
は
20
日
間
、
立
川
市
は

2
年
間
と
聞
い
て
い
る
。

④
現
在
集
計
中
な
の
で
、
ま
と
ま

り
次
第
報
告
す
る
。

⑤
バ
ス
運
行
後
は
、
西
武
バ
ス
株

式
会
社
の
み
と
話
し
合
っ
て
い
る
。

原
　
邦
彦
議
員
（
公
明
）

①
都
営

住
宅
へ
の
バ
ス
路
線
実
現
に
向
け
、

バ
ス
会
社
へ
の
働
き
か
け
は
。

②
都
営
住
宅
へ
の
進
入
路
が
狭
隘

と
の
こ
と
だ
が
、
改
善
に
向
け
て
都

と
協
議
す
べ
き
で
は
。

②
児
童
・
生
徒
の
健
全
育
成
推
進

の
た
め
に
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
警
察

と
学
校
の
連
携
を
図
る
必
要
が
あ
る

と
判
断
し
た
。

③
対
象
事
案
に
係
る
児
童
・
生
徒

橋
本
久
雄
議
員
（
緑
ネ
）

①
緊
急

一
時
保
護
以
外
で
、
児
童
の
一
時
預

か
り
シ
ス
テ
ム
は
あ
る
か
。

②
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ

ン
タ
ー
や
一
時
保
育
事
業
を
、
来
年

度
か
ら
実
施
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

③
こ
の
よ
う
な
事
業
を
行
っ
て
い

る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
の
連
携
や
支
援
策

は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

市
長

①
児
童
養
護
施
設
で
の
シ
ョ

ー
ト
ス
テ
イ
事
業
や
認
証
保
育
所
、

認
定
保
育
室
で
実
施
し
て
い
る
。

②
計
画
で
は
平
成
19
年
度
を
目
標

と
し
て
、
設
置
や
実
施
の
検
討
と
な

っ
て
い
る
が
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ

ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
事
業
は
実
施
の
時

期
を
早
め
る
こ
と
を
検
討
し
て
い
る
。

③
今
後
も
市
民
か
ら
の
問
い
合
わ

せ
に
応
じ
る
な
ど
、
事
業
の
紹
介
に

努
め
て
い
き
た
い
。

木
村
ま
ゆ
み
議
員
（
共
産
）

①
次

世
代
育
成
支
援
に
関
す
る
ニ
ー
ズ
調

査
の
上
位
回
答
は
。
市
は
そ
れ
を
ど

の
よ
う
に
受
け
と
め
、
こ
た
え
よ
う

と
す
る
の
か
。

②
子
ど
も
の
医
療
費
無
料
化
制
度

の
拡
充
、
児
童
館
施
策
の
見
直
し
等

を
行
動
計
画
に
盛
り
込
め
な
い
か
。

市
長

①
児
童
館
な
ど
、
親
子
が
安

心
し
て
集
ま
れ
る
身
近
な
場
、
イ
ベ

ン
ト
の
機
会
が
欲
し
い
、
子
連
れ
で

も
出
か
け
や
す
く
楽
し
め
る
場
所
を

ふ
や
し
て
ほ
し
い
な
ど
で
あ
る
。
こ

の
調
査
結
果
等
か
ら
、
行
動
計
画
素

案
を
策
定
し
、
そ
の
中
で
想
定
さ
れ

る
取
り
組
み
と
し
て
、
児
童
の
遊
び

場
と
居
場
所
づ
く
り
の
推
進
等
を
定

め
た
。

②
乳
幼
児
医
療
費
助
成
制
度
の
所

得
制
限
撤
廃
は
財
政
状
況
が
厳
し
い

た
め
、
計
画
に
盛
り
込
む
こ
と
は
難

し
い
。
児
童
館
は
今
後
2
館
の
設
置

を
計
画
に
盛
り
込
む
考
え
で
あ
る
。

鴨
打
喜
久
男
議
員
（
政
和
）

①
児

童
虐
待
の
実
態
と
対
策
は
。

②
一
時
保
護
へ
の
市
の
対
応
は
。

③
学
童
の
安
全
対
策
は
。

④
今
年
10
月
に
改
正
さ
れ
た
児
童

虐
待
防
止
法
に
対
す
る
対
応
は
。

⑤
高
齢
者
虐
待
の
相
談
件
数
、
傾

向
、
問
題
点
、
対
応
は
。

市
長

①
平
成
15
年
度
の
相
談
件
数

反
映
さ
れ
る
の
か
。

②
学
校
図
書
館
懇
談
会
で
の
主
要

な
論
点
は
。

③
子
ど
も
の
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
育

成
に
対
す
る
考
え
方
は
。

④
整
備
計
画
に
よ
り
小
・
中
学
校

の
平
均
蔵
書
数
は
ふ
え
た
か
。

⑤
司
書
教
諭
等
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
協
働
体
制
は
。

⑥
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
を
活
用

し
た
司
書
配
置
の
考
え
は
。

教
育
長

①
計
画
の
趣
旨
が
具
体
化

さ
れ
る
よ
う
各
学
校
に
働
き
か
け
る
。

②
学
校
図
書
館
の
現
状
と
課
題
を

中
心
に
検
討
を
行
っ
た
。

③
多
様
な
情
報
メ
デ
ィ
ア
を
活
用

す
る
学
習
活
動
を
通
じ
て
身
に
つ
く

も
の
と
考
え
る
。

④
平
成
15
年
度
は
前
年
度
に
比
べ
、

小
学
校
は
1
校
当
た
り
412
冊
、
中
学

校
は
273
冊
の
増
で
あ
る
。

⑤
各
校
ご
と
に
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る

が
、
多
く
は
本
の
読
み
聞
か
せ
や
蔵

書
の
整
理
等
で
協
力
を
し
て
も
ら
っ

て
い
る
。

⑥
現
時
点
で
は
考
え
て
い
な
い
。

岩
本
博
子
議
員
（
緑
ネ
）

①
子
ど

も
の
妊
娠
中
絶
、
性
感
染
症
な
ど
の

現
状
に
つ
い
て
の
認
識
は
。

②
小
・
中
学
校
に
お
け
る
性
教
育

の
現
状
と
課
題
は
。

③
性
教
育
モ
デ
ル
校
と
し
て
の
取

り
組
み
内
容
と
評
価
は
。

④
子
ど
も
が
集
ま
る
場
所
に
相
談

機
能
を
つ
く
る
考
え
は
な
い
か
。

教
育
長

①
メ
デ
ィ
ア
環
境
の
状
況

等
を
か
ん
が
み
る
と
、
児
童
・
生
徒

の
発
達
段
階
に
即
し
た
適
切
な
性
教

育
が
必
要
と
考
え
る
。

②
理
科
や
保
健
体
育
等
で
、
計
画

的
に
指
導
が
行
わ
れ
て
い
る
。
課
題

は
、
学
校
と
家
庭
が
連
携
し
て
適
切

な
性
教
育
を
実
施
す
る
こ
と
で
あ
る
。

③
平
成
9
年
度
に
十
一
小
が
「
人

間
性
豊
か
な
児
童
の
育
成
を
目
指
し

て
」
を
テ
ー
マ
に
研
究
し
た
。
統
一

的
な
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
な
い
中
、
試

行
錯
誤
し
な
が
ら
も
先
進
的
な
取
り

組
み
を
行
っ
た
と
評
価
し
て
い
る
。

市
長

④
青
少
年
セ
ン
タ
ー
に
は
相

談
機
能
を
置
く
予
定
で
あ
り
、
さ
ら

に
情
報
提
供
等
を
行
う
体
制
を
整
え

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

華
表
　
暁
議
員
（
共
産
）

①
市
内

の
小
学
生
の
交
通
事
故
件
数
は
。

②
登
下
校
時
の
立
ち
番
の
現
状
は
。

③
パ
ト
ロ
ー
ル
、
立
ち
番
で
事
故

や
不
審
者
を
発
見
し
て
い
る
か
。

④
通
学
路
を
指
定
し
た
場
合
、
保

護
者
や
地
域
に
周
知
し
て
い
る
か
。

⑤
交
通
安
全
対
策
等
が
進
み
、
交

通
擁
護
員
を
廃
止
し
た
と
の
こ
と
だ

が
、
昔
と
比
べ
自
動
車
台
数
が
ふ
え

て
お
り
、
矛
盾
し
て
い
な
い
か
。

⑥
交
通
擁
護
員
を
小
学
校
1
校
に

つ
き
、
登
校
時
に
1
人
ず
つ
配
置
し

た
場
合
の
経
費
は
。

教
育
長

①
平
成
15
年
に
教
育
委
員

会
が
把
握
し
た
件
数
は
43
件
、
警
視

庁
の
発
表
件
数
は
79
件
で
あ
る
。

②
登
下
校
の
い
ず
れ
か
で
、
週
1

回
以
上
立
ち
番
を
実
施
し
て
い
る
の

は
、
小
学
校
19
校
中
13
校
で
あ
る
。

③
平
成
15
・
16
年
度
で
、
交
通
事

故
の
目
撃
が
2
件
、
不
審
者
の
情
報

は
5
件
あ
っ
た
。

④
学
校
便
り
等
で
知
ら
せ
て
い
る
。

⑤
当
時
に
比
べ
、
交
通
安
全
施
設

等
が
整
備
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
矛
盾

し
て
い
る
と
は
考
え
て
な
い
。

⑥
1
年
で
3
百
4
万
円
か
か
る
。

浅
倉
成
樹
議
員
（
公
明
）

①
本
年

4
月
に
組
織
が
再
編
さ
れ
た
が
、
そ

の
経
過
と
評
価
及
び
今
後
の
協
会
運

営
の
方
向
性
は
。

②
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
は
ど
の

保
育
園
な
ど
に
子
ど
も
を
預
け
て

い
な
い
家
庭
へ
の
サ
ポ
ー
ト
を

真
の
子
育
て
支
援
に
な
る
よ
う
な

次
世
代
育
成
支
援
行
動
計
画
を

幼
児
童
虐
待
、
誘
拐
、
高
齢
者
虐
待

に
対
す
る
市
の
対
策
は

再
び
、
通
学
路
等
の

交
通
擁
護
員
の
復
活
を
問
う

警

察

と

学

校

の

相

互

連

絡

制

度

子
ど
も
の
健
康
と

性

教

育

小
平
市
国
際
交
流
協
会
の

運

営

小
平
市
国
際
交
流
協
会
の

窓
口
（
学
園
西
町
二
丁
目
）

▼

よ
い
し
ょ
。
も
ち
つ
き
会
（
花
小
金
井
南
児
童
館
）

▼

は
32
件
で
、
児
童
虐
待
の
防
止
等
に

関
す
る
法
律
に
基
づ
き
、
予
防
、
早

期
発
見
に
努
め
て
い
る
。

②
児
童
相
談
所
の
業
務
で
あ
る
た

め
、
市
の
関
与
は
困
難
で
あ
る
。

教
育
長

③
通
学
路
の
安
全
確
保
、

迅
速
な
情
報
提
供
等
で
あ
る
。

④
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
を

核
と
し
て
、
地
域
の
児
童
虐
待
防
止

機
能
を
充
実
し
て
い
き
た
い
。

⑤
平
成
15
年
度
が
30
件
で
あ
る
。

家
族
に
よ
る
暴
力
が
主
で
、
事
実
を

隠
す
傾
向
が
あ
る
た
め
発
見
が
難
し

い
。
家
族
を
交
え
た
話
し
合
い
で
、

解
決
す
べ
く
努
力
し
て
い
る
。

佐
藤
　
充
議
員
（
共
産
）

①
小
・

中
学
校
で
36
人
以
上
の
学
級
数
は
。

②
小
・
中
学
校
す
べ
て
を
35
人
以

下
の
学
級
に
し
た
場
合
の
新
た
な
費

用
は
年
間
幾
ら
か
。

③
少
人
数
学
級
の
実
施
を
望
む
市

民
の
要
望
、
全
国
的
な
流
れ
な
ど
を

ど
う
受
け
と
め
る
か
。

④
生
活
面
で
少
人
数
学
級
は
適
当

で
は
な
い
と
い
う
市
教
育
委
員
会
の

見
解
の
根
拠
は
。

教
育
長

①
小
学
校
が
91
学
級
、
中

学
校
が
59
学
級
あ
る
。

②
約
6
億
7
千
3
百
万
円
の
増
と

な
る
。

③
学
級
編
制
の
弾
力
化
は
、
各
自

治
体
の
実
情
に
応
じ
て
、
創
意
工
夫

す
る
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
る
。

④
児
童
・
生
徒
が
集
団
活
動
の
中

で
社
会
性
を
養
う
と
い
う
教
育
効
果

の
観
点
か
ら
、
生
活
集
団
と
し
て
の

学
級
に
は
一
定
の
規
模
が
必
要
で
あ

る
と
考
え
る
。

立
花
隆
一
議
員
（
公
明
）

①
子
ど

も
読
書
活
動
推
進
計
画
検
討
委
員
会

で
の
結
論
は
、
授
業
に
ど
の
よ
う
に

学
校
図
書
館
を
活
用
し
、

子
ど
も
を
生
か
し
た
教
育
を

少
人
数
学
級
実
施
へ
の

努

力

を

佐
藤
　
充
議
員
（
共
産
）

①
都
は

計
画
段
階
か
ら
施
工
開
始
ま
で
の
段

取
り
を
市
に
示
し
て
い
る
か
。
市
民

に
対
し
事
前
説
明
の
予
定
は
あ
る
か
。

②
こ
の
計
画
を
ど
う
受
け
と
め
て

い
る
か
。
玉
川
上
水
、
住
宅
地
等
で

の
整
備
や
住
民
合
意
に
つ
い
て
は
、

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

③
既
設
の
府
中
街
道
拡
幅
も
含
め
、

路
線
の
変
更
を
ど
う
考
え
る
か
。
ま

た
、
現
在
の
計
画
と
既
設
道
路
を
拡

幅
し
た
場
合
の
事
業
費
は
。

市
長

①
詳
し
い
説
明
は
受
け
て
い

な
い
が
、
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
行
い
た

い
と
聞
い
て
い
る
。
市
民
へ
の
説
明

は
未
定
と
の
こ
と
で
あ
る
。

②
多
摩
地
域
の
主
要
な
南
北
道
路

と
し
て
必
要
性
を
認
識
し
て
い
る
。

基
本
的
に
平
面
で
整
備
し
、
事
業
へ

の
理
解
と
協
力
を
得
ら
れ
る
よ
う
努

小
平
都
市
計
画
道
路

３
・
３
・
８
号
線
の
計
画

再
び
、
都
営
大
沼
町
一
丁
目

ア
パ
ー
ト
に
バ
ス
路
線
の
確
保
を

交
通
不
便
地
域
解
消
の
た
め
の

総
合
的
交
通
施
策
を

都
市
計
画
道
路
3
・
3
・
8
号
線

（
小
川
東
町
一
丁
目
、
三
丁
目
）

▼

に
じ
バ
ス
を
含
め

公
共
交
通
機
関
の
今
後
の
あ
り
方

き
ょ
う
あ
い




